エステサロン AI導入判断シート・コース契約の確認表・スタッフ向け 生成AI利用ルール・入力NG早見表（編集用）
AI導入の判断シートとベンダーへの質問リスト／コース契約の仕分け・書面の記載事項・クーリング・オフと中途解約／医師法との境界・表現の言い換え・口コミ／撮影・録音の同意書／スタッフ向け 生成AI利用ルール・入力NG早見表
ひな形（例）です。法的助言ではありません。 ［　］を自店の規則・契約・運用に合わせて書き換えてください。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現の判断は、サロンの責任者と各分野の専門家（消費生活センター・保健所等の窓口を含む）に確認してください。
黄色で示した ［　］ の部分を、サロンの実際の内容に置き換えて使ってください。責任者が内容を確認し、承認の日付を入れてからスタッフに配ってください。
文中の「第○章」「P○」は、PDF版「エステサロン AI導入・活用 例文・ひな形集」の章番号・ページです。契約書面の記載事項や精算の判断は、契約書面と適用法令を人が確認します。
株式会社AI-LEAP ／ v1.0 ／ 2026年10月　（公的資料の確認日：2026年10月22日）


ひな形（例）です。法的助言ではありません。 ［　］を自店の規則・契約・運用に合わせて書き換えてください。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現の判断は、サロンの責任者と各分野の専門家（消費生活センター・保健所等の窓口を含む）に確認してください。
ひな形1：AI導入 判断シート
	［店舗名］ AI導入 判断シート　作成［年月日］／承認［役職］
目的・困っている業務：［　］／候補：［①生成AI／②予約・顧客管理／③カウンセリング／④バックヤード］
測る数字：［　］／対象・集計期間・定義：［　］／集計担当：［　］
導入前の値：［　］／自店の目標値：［　］／確認負担の上限：［　］
予算上限：初期［　］／月額［　］／契約期間の総額［　］／税の扱い［　］
契約期間・更新条件：［　］／解約の期限・費用：［　］
運用担当：［　］／不在時の代行：［　］／最終判断者：［　］
使う情報・同意の確認：［　］／人が行う判断・確認手順：［　］
試す期間：［開始日］〜［終了日］／判定日：［　］
止める条件：［費用・情報管理・確認負担等］／代替運用・データ削除：［　］
判断：［試行／保留／見送り］／理由・次回確認日：［　］



測る数字の定義例（業界平均・目標値ではありません）
	指標
	本シートでの定義

	再来店率
	対象の来店者のうち、定めた期間内に再来店した人数÷対象の来店者数

	来店周期
	対象者の連続する来店日の間隔の合計÷対象の来店間隔数。日数で記録します

	コース継続率
	終了したコースの対象者のうち、定めた期間内に次のコースを契約した人数÷対象者数

	体験からの契約率
	対象の体験参加者のうち、定めた期間内の契約者数÷対象の体験参加者数

	口コミ返信率
	対象期間に受けた口コミのうち、集計日までに返信した件数÷対象の口コミ件数

	AI下書きの修正時間
	下書きの確認開始から承認までの実作業時間。待ち時間を除き、修正・照合を含めます

	客単価
	対象期間の売上÷同期間の延べ来店客数。物販・コース売上の計上範囲をそろえます



率は百分率で記録し、分母が0の場合は算出しません。対象・期間・取消・返金の扱いを固定して比較します。目標値は自店で設定し、個人別の元データは生成AIへ入力しません。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
ベンダーに聞く質問リスト
肌写真・体型写真・会話の録音を扱う機能は、データごとに回答を求めます。見積書・契約書・仕様書の該当箇所を残してください。
	項目
	質問
	回答・根拠

	保存・削除
	写真・音声・解析結果の保存先と国、期間、閲覧者は？契約終了時の返却・削除方法は？
	［　］

	学習・委託
	入力・出力を学習に使うか？停止設定・例外・委託先・再委託先・外部送信先は？
	［　］

	説明・同意
	目的の説明、撮影／録音別の同意記録、断る場合の代替方法、撤回への支援は？
	［　］

	表示・人の判断
	診断・治療と受け取られない表示か？解析結果の限界と、人が確認する範囲は？
	［　］

	費用・契約
	初期・月額・保守・研修・連携の総額、税、最低契約期間、自動更新、途中解約の条件は？
	［　］

	連携・障害
	何を予約・カルテへ連携するか？登録前の確認、誤記訂正、通信断時の代替運用は？
	［　］



試す期間の確認表
	確認
	記入欄

	範囲・期間
	業務・機能［　］／開始［　］／終了［　］／責任者［　］

	費用・移行
	試行費用［　］／有料移行の有無・条件［　］／終了申出期限［　］

	比較・確認
	導入前の期間・値［　］／指標［　］／修正時間［　］／同意・障害対応［　］

	終了時
	継続・停止の条件［　］／判定日・担当［　］／削除確認・代替運用［　］



生成AIの料金・学習利用は公開日および申請・契約時に再確認します。個人向けと組織向けで扱いが違い、「学習しない」は「保存・外部送信しない」と同じではありません。法人向けでも入力してよい情報の確認が必要です。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
ひな形2：コース契約の仕分けチェック表
特定継続的役務提供に当たり得るかを、人が確認するための表です。エステティックは、次の施術内容に当たり、美容医療に該当するものを除き、期間が1月を超え、金額が5万円を超えるものが対象です。
	確認項目
	見ること
	記入

	施術の内容
	皮膚を清潔にし若しくは美化し、体型を整え、又は体重を減ずるための施術か
	［　］

	美容医療
	いわゆる美容医療に該当しないか。個別の判断は専門家へ確認
	［　］

	期間
	提供期間が1月を超えるか。開始・終了と延長条件を確認
	［　］

	金額
	支払う金額が5万円を超えるか。関連商品の価額を含めて確認
	［　］

	チケット・会員権
	有効期限を提供期間とみなす。期限なしは基準期間を超える扱い。金額等の要件も確認
	［　］

	脱毛
	体毛の除去は「皮膚を清潔にし若しくは美化し」に該当すると考えられる。期間・金額も確認
	［　］

	物販のみ・施術無料
	実態が物販と役務で一対なら、期間1月超・関連商品を含む金額5万円超で対象
	［　］

	契約変更
	一方的に変更しない。延長で要件に該当する場合、その時点で所定の書面が必要
	［　］



	仕分けメモ（AIの外で記入）
契約名［　］／施術内容［　］／提供期間［　］／対価・関連商品・合計［　］
確認資料・版［　］／未確認の点［　］／相談先・回答［　］
見込み［当たり得る／当たらないと見込まれる／要確認］／理由［　］
当たり得る場合：P7以降の書面・クーリング・オフ運用を確認します。
当たらないと見込まれる場合：誇大広告等・景品表示法の確認を続けます。
確認者［　］／確認日［　］／次の対応［　］



この表で当たる／当たらないを断定しません。迷ったら消費生活センター・専門家に確認します。AIに法令への適合を判定させません。
出典：消費者庁 特定商取引法ガイド・Q&A https://www.no-trouble.caa.go.jp/what/continuousservices/ ／ https://www.no-trouble.caa.go.jp/qa/continuousservices.html ／ 確認日：2026年10月22日


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
概要書面・契約書面の記載事項チェック
P6で対象となり得る契約を確認した上で使います。法第42条では、契約締結前に概要書面、締結後に遅滞なく契約書面を渡します。下表は確認済み資料の要点です。実際の法定記載事項・様式は人が照合します。
	確認項目
	書面で照合する内容
	概要書面
	契約書面

	交付時期
	概要＝契約前／契約＝締結後遅滞なく。交付の記録も確認
	［確認済］
	［確認済］

	事業者
	氏名（名称）・住所・電話番号
	［確認済］
	［確認済］

	役務
	施術の内容、回数等の契約内容
	［確認済］
	［確認済］

	必要な商品
	購入が必要な商品とその内容
	［確認済］
	［確認済］

	支払
	対価その他の支払う金銭の額、支払時期・方法
	［確認済］
	［確認済］

	提供期間
	役務を提供する期間
	［確認済］
	［確認済］

	クーリング・オフ
	解除に関する事項。赤枠の中に赤字で記載
	［確認済］
	［確認済］

	中途解約
	中途解約に関する事項、精算の条件
	［確認済］
	［確認済］

	前受金
	保全措置の有無・内容
	［確認済］
	［確認済］

	特約
	特約の内容。法令と矛盾する条件がないか
	［確認済］
	［確認済］

	注意・文字
	注意事項は赤枠の中に赤字。字の大きさは8ポイント以上
	［確認済］
	［確認済］



	書面の管理欄
対象の契約・書面の版［　］／根拠資料［　］／確認者・日［　］
不足項目・修正内容［　］／交付担当［　］／交付記録の保管先［　］
概要書面の交付日［　］／契約締結日［　］／契約書面の交付日［　］



書面を整えるのは人です。AIの案内文は法定書面の代わりになりません。このチェック表自体も法定書面ではありません。
前払方式で5万円を超える特定継続的役務提供では、業務・財産の状況を記載した書類を用意し、求めに応じて閲覧できるようにする義務もあります（法第45条）。出典：https://www.no-trouble.caa.go.jp/what/continuousservices/ ／ 確認日：2026年10月22日


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
クーリング・オフと中途解約の早見表
P6の施術内容・美容医療の除外・期間1月超・金額5万円超（関連商品の価額を含む）等を確認した契約についての整理です。すべてのエステ契約が同じ扱いになるとは限りません。
	区分
	確認する扱い

	クーリング・オフ
法第48条
	法定の書面を受け取った日から8日以内に、書面または電磁的記録で解除できます。関連商品の販売契約も含みます。提供済みの役務の対価、損害賠償・違約金は不要です。

	期間経過後の扱い
	事実と違う説明や威迫により、誤認・困惑してクーリング・オフをしなかった場合は、期間経過後も行使できる扱いがあります。

	消耗品の例外
	使うと商品価値がほとんどなくなる消耗品（いわゆる健康食品、化粧品など）を使ってしまった場合には、クーリング・オフの規定が適用されません。個別の扱いを確認します。

	中途解約
法第49条
	クーリング・オフ期間後も将来に向かって解除できます。開始前の請求上限は2万円。開始後は提供済み役務の対価相当額＋「2万円と契約残額の10％の低い方」です。

	関連商品・入会金
	本体契約のクーリング・オフ／中途解約に伴い関連商品も解除できます。入会金は精算ルールに従い返還する性格で、「入会金は返還しない」等の特約は無効です。



計算メモ（上限の確認用・AIの外で人が記入）
	契約・申出・書面受領の日［　］／適用・例外の確認結果［　］
役務対価の総額［　］−提供済み役務の対価相当額［　］＝契約残額［　］
開始前：請求上限＝2万円／確認した請求額［　］
開始後：追加額の上限＝2万円と契約残額［　］×10％の低い方［　］
開始後：請求上限＝提供済み役務の対価相当額［　］＋追加額の上限［　］＝［　］
役務分の精算差額＝受領済み額［　］−確認した請求額［　］＝［　］
関連商品・入会金等の取扱い／重複計上の確認［　］／最終精算・返金額［　］
算定根拠［　］／確認者・日［　］／案内予定［　］



上限額をそのまま請求額にする表ではありません。例外・個別の判断は消費生活センター等に確認し、契約書面と適用法令に基づき人が精算します。
出典：https://www.no-trouble.caa.go.jp/what/continuousservices/ ／ https://www.no-trouble.caa.go.jp/qa/continuousservices.html ／ 確認日：2026年10月22日


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
医師法との境界：メニュー表記・発信の確認
平成13年11月8日医政医発第105号は、下記を「医師が行うのでなければ保健衛生上危害の生ずるおそれのある行為」とし、医師免許を有しない者が業として行えば医師法第17条に違反すると示しています。
	通知の類型
	通知に示された行為

	光線による行為
	用いる機器が医療用であるか否かを問わず、レーザー光線又はその他の強力なエネルギーを有する光線を毛根部分に照射し、毛乳頭、皮脂腺開口部等を破壊する行為

	色素を入れる行為
	針先に色素を付けながら、皮膚の表面に墨等の色素を入れる行為

	表皮剥離の行為
	酸等の化学薬品を皮膚に塗布して、しわ、しみ等に対して表皮剥離を行う行為



メニュー案・AIの下書きを確認する流れ
	メニュー案
	→ 3類型に当たる行為が含まれないか
	→ 「医療と同等」等の表現がないか
	→ 迷ったら保健所等の窓口へ
	→ 人が承認



	確認
	記録すること

	実際の施術
	機器・薬剤・方法・目的と説明資料［　］／確認担当［　］

	メニュー・広告
	行為の実態と文面の一致［　］／医療と同等と受け取られる表現［　］

	AI肌診断の表示
	診断・治療を示唆する表示の有無［　］／出力・画面・広告の確認［　］

	相談・承認
	相談先・回答・日［　］／修正箇所［　］／承認者・日［　］



個別の施術が医行為に当たるかは、この表やAIで断定しません。名称だけで判断せず、迷ったら保健所等の窓口へ確認します。言い換えだけで施術自体の問題が解消するものではありません。
AI肌診断の医療機器該当性は、表示・広告も判断に関わります。診断・治療を示唆しないか、人が確認します。出典：厚生労働省通知 https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=00ta6731&dataType=1&pageNo=1 ／ プログラムの医療機器該当性に関するガイドライン https://www.pmda.go.jp/files/000240233.pdf ／ 確認日：2026年10月22日


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
表現の言い換え表
言い換えは編集例です。実際の内容・条件・根拠と一致する場合に使います。表現を弱めるだけで適法になるわけではなく、効果・性能の根拠も人が確認して残します。
	見直す表現
	理由・確認先
	言い換え・対応例

	「必ず痩せる」
	優良誤認／特商法の誇大広告等
	「［施術内容］を［回数・期間］提供するコースです」。結果の確約を外します

	「シミが消える」「シワが無くなる」
	化粧品の効能範囲／優良誤認
	化粧品の説明は、その商品の範囲を確認して「肌を整えます」「皮膚にうるおいを与えます」等へ

	「この化粧品で脂肪が落ちる」
	化粧品の効能範囲を超える表現
	減量効果をうたわず、［商品で確認できる効能・使用方法］を案内します

	「医療脱毛と同じ効果」
	医師法との境界／実態の確認
	［実際の施術内容］を記載。医療との同等性を示さず、施術自体もP11で確認します

	「今日だけ」「今契約しないと損」
	事実との相違・威迫等／特商法
	「内容・回数・料金総額・解約条件を書面でご説明します。お持ち帰りいただけます」

	「追加費用なし」なのに関連商品が必要
	誤認を招く表示・故意の不告知
	「関連商品［有無・内容・金額］／支払総額［　］」を明示します



化粧品の効能範囲の例（通知の表現）
	項目
	表現例

	肌の状態
	肌を整える。／肌のキメを整える。／皮膚をすこやかに保つ。

	うるおい・乾燥
	皮膚にうるおいを与える。／皮膚の水分、油分を補い保つ。／皮膚の乾燥を防ぐ。

	はり・ツヤ
	肌にはりを与える。／肌にツヤを与える。



上の効能例は化粧品の広告・POP等の確認先です。施術メニュー自体を一律に薬機法の対象とは断定せず、景品表示法・特商法の観点でも確認します。出典：https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/kesyouhin_hanni_20111.pdf ／ https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11120000-Iyakushokuhinkyoku/0000179264.pdf ／ https://www.caa.go.jp/policies/policy/representation/fair_labeling/representation_regulation/misleading_representation ／ 特商法・医師法はP6・P11参照。確認日：2026年10月22日


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
口コミ・比較写真・AI生成画像の扱い
口コミの依頼・返信のルール
・実体験に基づく率直な感想を、任意・見返りなしで依頼します。Googleのポリシーでは、投稿・修正・低評価の削除と引き換えの支払い・割引・無料提供等を認めていません。
・本資料の運用例では評価や内容を指定せず、投稿を強要しません。返信で来店履歴・契約・肌や体の状態を補足せず、個別の相談は窓口へ案内します。
・広告なのに広告と分からない表示は避けます。対価等を渡して関与した投稿は広告・PRと分かる形にします。広告表示があっても、掲載先の口コミ規則を満たすとは限りません。
ビフォーアフター写真とAI生成画像
	対象
	本資料での運用例

	比較写真
	本人の掲載同意を確認し、撮影条件［照明・角度等］・撮影時期・期間［　］を表示します。条件差や加工で結果を誤認させないか確認します。

	AI生成画像
	実際の施術結果でない画像を「当店の仕上がり」として見せません。イメージとして使う場合もその旨を明示し、表示全体の誤認を確認します。

	体験談・注記
	「個人の感想です」「効果を保証するものではありません」だけでは優良誤認が解消するとは限りません。一般的な効果と受け取られないか確認します。



体験談の掲載確認チェック表
	確認
	記入欄

	体験・文意
	実体験と原文の意味を確認［　］／効果の裏付け・掲載範囲［　］

	本人の同意
	媒体・写真・文章・期間の同意［　］／撤回窓口［　］

	広告・規則
	依頼・対価の有無［　］／広告表示［　］／掲載先の規則［　］

	公開前
	個人情報・画像加工・撮影条件の確認［　］／承認者・日［　］



予約・集客サイトのAI生成画像の可否は断定せず、最新の掲載規則を確認します。写真・体験談の原文を文章作成用AIへ渡さず、空欄の型を作ります。出典：https://support.google.com/contributionpolicy/answer/7400114 ／ https://www.caa.go.jp/policies/policy/representation/fair_labeling/stealth_marketing/ ／ 優良誤認はP12参照。確認日：2026年10月22日


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
ひな形3：肌・体型の撮影／会話の録音
AI肌診断機・姿勢分析・会話カルテ等を使う場合のお知らせ・同意書の例です。機能ごとに目的を定め、実際の保存・学習利用・委託の条件と一致させます。
	掲示例：［店舗名］ 撮影・録音とAI利用のお知らせ
対象：［肌・体型の撮影／会話の録音］／使用システム［　］
利用目的：［肌・姿勢の情報整理／接客記録の作成等、具体的に］
取得する情報・解析内容：［写真・音声・解析結果等の範囲］
保存先・国［　］／保存期間［　］／管理者・閲覧者［　］
外部送信・委託：［相手・国・内容・再委託］／学習・二次利用：［有無・範囲］
削除の申し出・相談窓口［　］／詳しい説明の場所・URL［　］
撮影・録音は事前にご説明し、ご意向を確認します。断る場合の代替方法は［　］です。広告掲載は別に同意を確認します。



	同意書（店舗保管用・該当する利用だけを選択）
説明日［　］／説明担当［　］／お客様署名［　］
撮影する部位・範囲［　］／録音の範囲［　］／日時・場所［　］
目的・利用範囲［　］／システム・外部送信先［　］／委託先［　］
保存先・期間［　］／閲覧者［　］／学習・二次利用の有無と範囲［　］
上記の説明を受け、撮影［同意する／しない］、録音［同意する／しない］、説明された範囲の保存・AI解析・利用［同意する／しない］を選択します。
撮影・録音は断れます。代替方法［　］の説明を受けました。広告・SNSへの掲載はこの同意に含めず、媒体・範囲・期間を別に確認します。
同意撤回・削除の申し出先［　］／申し出後の対応・制約と説明［　］



利用目的は、あらかじめ公表している場合を除き、取得後速やかに本人へ通知または公表します。生成AIへの入力は目的達成に必要な範囲か、学習利用等の条件を確認します。掲示や同意書だけで法的要件が満たされるとは限りません。
署名済みの書類・写真・録音を文章作成用AIに入力しません。出典：個人情報保護法 https://laws.e-gov.go.jp/law/415AC0000000057 ／ 個人情報保護委員会の注意喚起 https://www.ppc.go.jp/news/press/2023/230602kouhou/ ／ 確認日：2026年10月22日


ひな形（例）です。法的助言ではありません。 ［　］を自店の規則・契約・運用に合わせて書き換えてください。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現の判断は、サロンの責任者と各分野の専門家（消費生活センター・保健所等の窓口を含む）に確認してください。
ひな形4：スタッフ向け生成AI利用ルール①
	［店舗名］ 生成AI利用ルール　改訂［年月日］／承認［役職］
1．目的
お客様・スタッフの情報を守り、確認済みの内容で文章の下書きを作るために利用します。
2．対象
［店舗・部署］で働く［社員・アルバイト・業務委託等の対象者］に適用します。
3．使ってよいAI
［承認したサービス・プラン］と［指定アカウント］を使用します。管理担当は［　］です。個人契約や未承認の連携機能は業務で使いません。
利用前に、管理担当が学習利用・保存・共有・管理権限を確認し、確認日［　］と設定を記録します。
4．使ってよい業務
［問い合わせ返信の型／口コミ返信の型／投稿案／アフターケア案内の型／求人原稿／社内メモの項目整理］など、承認した業務に限ります。自動送信・公開・登録は行いません。
5．入れない情報
氏名・連絡先・肌や体の写真・動画・録音、肌や体の状態・既往歴・アレルギー・服薬・妊娠、個別の契約・支払・精算、苦情の原文、スタッフの個人情報を入力しません。詳細は第7章の早見表で確認します。
6．出力の確認者
作成者［　］が原資料と照合し、確認者［　］が承認します。確認者不在時は［代行者］へ回し、承認まで送信・公開を待ちます。個人情報は承認済み文面に、所定の業務環境で人が差し込みます。



本資料の入力制限は、サロンで採用する慎重な運用例です。情報の法的分類と、サロンで入力を認める範囲は分けて考えます。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
生成AI利用ルール②と利用記録票
	7．人が行う判断
コース契約の説明・書面の整備・クーリング・オフや中途解約の対応・精算と返金は、AIに任せず［担当］が契約書面と適用法令で確認します。AIの文面は法定書面の代わりにしません。
施術の安全、肌トラブル・体調不良・既往歴やアレルギーの相談は、AIの回答を待たず［責任者］が対応し、必要に応じて医療機関への相談を案内します。医師が行うのでなければならない行為に当たり得るかは、メニュー案の段階で［責任者］が確認し、迷ったら保健所等の窓口へ相談します。
効果表現・ビフォーアフター・口コミの依頼と返信は、［確認者］が根拠と掲載先の規則を確認します。
8．記録
利用ごとに下の票へ記録します。お客様の氏名、相談の原文、肌や体の状態を票へ転記しません。保管先［　］、閲覧者［　］、保存期間［　］とします。
9．迷ったとき・誤って入力したとき
作業と共有を止め、［連絡先］へ速やかに報告します。責任者が入力範囲を確認し、削除依頼・関係者対応を判断します。履歴を消しただけで解決したと扱いません。
10．見直し
［頻度］と、規約・設定・業務変更時に［担当］が見直します。改訂版は［場所］に置き、旧版を差し替えて全スタッフに共有します。



利用記録票（1回につき1票・お客様情報は記載しない）
	利用日［　］／作成担当の役割［　］／業務［　］／AI・プラン［　］
入力資料の種類・公開情報の版［　］／入力前チェック［済・保留］
出力の修正点［　］／事実・契約・表現の確認［　］
承認担当の役割・日［　］／送信・公開の担当の役割・日［　］
問題・相談の有無と対応管理番号［　］／見直し事項［　］





ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
ひな形5：入力NG早見表
文章作成用の生成AIへ渡す情報のルール例です。AI肌診断機など専用システムでの取扱いは、契約・目的・同意・管理体制を別に確認します。
	区分
	情報
	扱い方

	入れない
	お客様の氏名・電話・メール・LINE名・住所
	［お客様名］［連絡先］の欄にする

	入れない
	顔・体型・肌の写真、比較写真、動画、会話の録音
	添付しない。文章化して個人の特徴を渡すこともしない

	入れない
	皮膚疾患・アトピー・アレルギー・通院歴・服薬・妊娠中
	体質や健康に関する相談は人へ。詳細を依頼文に含めない

	入れない
	お客様を特定できる体重・サイズ・施術の記録
	実測値を渡さず、必要なら［目標の要約］の欄だけ作る

	入れない
	個別の契約内容・支払・カード・精算・返金の情報
	［コース名］［総額］のまま作り、人が書面と照合して記入する

	入れない
	個別の来店日時・予約・利用履歴
	個別データは渡さず、お知らせの型だけ依頼する

	入れない
	苦情・口コミの原文、スタッフの個人情報や評価
	一般的な用件へ抽象化。特定につながる背景は除く

	置き換える
	来店日・お悩み・担当・固有の出来事
	［来店日］［お悩みの要約］［担当］。組合せからの識別も確認

	入れてよい
	公開済みの営業時間・メニュー表・料金表・店舗の案内
	公開版の内容と更新日を確認する

	入れてよい
	一般的な注意事項・公開済みのキャンペーン条件
	個別の申込状況やお客様情報を混ぜない



「お客様A」に置き換えただけでは安全と確定しません。 日時・属性・出来事を組み合わせると本人が分かる場合があります。肌や体の情報を一律に要配慮個人情報と断定せず、自店の入力制限として扱います。
根拠：個人情報保護委員会の生成AI注意喚起（入力が機械学習に使われ得るため、利用規約等の確認を促す）、個人情報保護法第2条等（2026年10月22日確認）。https://www.ppc.go.jp/news/press/2023/230602kouhou/ ／ https://laws.e-gov.go.jp/law/415AC0000000057


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
入力前の5つのチェックと置き換え方
	確認
	入力前に見ること

	□ 1
	承認済みのAI・アカウントか。学習・保存・共有の設定を確認したか

	□ 2
	氏名・連絡先・肌や体の写真・健康・契約・支払等の情報が混ざっていないか

	□ 3
	日時・属性・珍しい出来事などを組み合わせても個人が分からないか

	□ 4
	添付ファイル、画像、コメント、ファイル名にも情報が残っていないか

	□ 5
	この情報を渡す必要があるか。空欄の型だけで作れないか



置き換えの手順
	目的を絞る
	→ 不要な情報を除く
	→ 差し込み欄にする
	→ 組合せを確認
	→ 人が承認



	作業票（AIへ入力する前に、所定の業務環境で記入）
作りたい文面：［アフターケア案内等］
AIに渡す公開情報：［営業時間・メニュー表など］
渡さずに後で埋める欄：［お客様名・来店日・個別の案内など］
取り除いた情報の種類：［健康情報・個別契約など。内容は転記しない］
組合せからの識別の確認：［済／再修正］　確認担当：［　］



	AIへ渡す形の例
施術後に送るアフターケア案内の型を作ってください。宛名は［お客様名］、来店日は［来店日］、個別の注意点は［担当が追記］のままにします。公開済みの問い合わせ先は［店舗の窓口］です。個別の肌の状態や契約は扱いません。
元の情報を変えないでください。分からない所は推測せず［要確認］と書いてください。送信・公開・登録はしないでください。お客様・スタッフの氏名など個人が分かる情報は使わず、［　］の差し込み欄のままにしてください。



出力を承認した後、AIの外で本人宛ての内容を差し込み、宛先も照合します。学習停止の設定は、外部送信・保存・人による確認がなくなることを意味しません。
ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。　株式会社AI-LEAP　v1.0　1
